
表
環
球
日
本
語
学
習
院
日
本
語
科
進
学
準
備
２
年
コ
ー
ス
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

セ
ン
ト
メ
リ
ー
日
本
語
学
院
準
備
教
育
課
程
Ａ
コ
ー
ス
及

び
準
備
教
育
課
程
Ｂ
コ
ー
ス

栃
木
県
宇
都
宮
市

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

表
東
京
国
際
大
学
付
属
日
本
語
学
校
準
備
教
育
課
程
Ａ
学
科
及
び
準
備
教
育
課
程
Ｂ
学
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

東
京
国
際
大
学
付
属
日
本
語
学
校
準
備
教
育
課
程
４
月

コ
ー
ス
及
び
準
備
教
育
課
程
10
月
コ
ー
ス

東
京
都
新
宿
区

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

表
静
岡
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
進
学
特
別
課
程
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

学
校
法
人
育
英
館
関
西
語
言
学
院
進
学
準
備
教
育
１
年
半

コ
ー
ス
及
び
進
学
準
備
教
育
１
年
コ
ー
ス

京
都
府
京
都
市

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™›年˜™月™Ÿ日 金曜日 第œ œ�号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
七
十
七
号

昭
和
五
十
六
年
文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号
（
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

に
準
ず
る
者
を
指
定
す
る
件
）
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
我
が
国
の
大
学
に
入
学
す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課

程
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

我
が
国
の
大
学
に
入
学
す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

我
が
国
の
大
学
に
入
学
す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
二
年
文
部
科
学
省
告
示
第

二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
六
十
七
号

国
有
林
野
の
産
物
売
払
規
程
（
昭
和
二
十
五
年
五
月
十
七
日
農
林
省
告
示
第
百
三
十
二
号
）
及
び
国
有
林
野
の
産
物

販
売
委
託
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
九
月
十
日
農
林
省
告
示
第
八
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

（
国
有
林
野
の
産
物
売
払
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
有
林
野
の
産
物
売
払
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
管
理
に
属
す
る
」
を
「
国
有
林
野
及
び
公
有
林
野
等
官
行
造
林

地
の
」
に
改
め
る
。

（
国
有
林
野
の
産
物
販
売
委
託
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
林
野
の
産
物
販
売
委
託
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
に
属
す
る
」
を
「
国
有
林
野
及
び
公
有
林
野
等
官
行
造
林
地
の
」
に
改
め

る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
六
十
八
号

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
九
号
）
第
六
条
第
一
項
、第
九
条
第
三
項
、

第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
平
均
輸

入
価
格
、
同
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
額
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
異
性
化
糖
標
準

価
格
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
異
性
化
糖
平
均
供
給
価
格
及
び
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格
を
次
の

よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
（
同
法
第
九
条
第
四
項
、
第
十
一
条
第
六
項
、
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第

二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
期
間
と
併
せ
て
告
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
四
七
、
〇
六
〇
円

適
用
期
間

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

二

農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
額

零

適
用
期
間

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

異
性
化
糖
標
準
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
一
〇
、
九
八
五
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
分

五
、
二
八
五
円
）

適
用
期
間

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

異
性
化
糖
平
均
供
給
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
一
、
四
〇
八
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地

方
消
費
税
額
分

六
、
二
五
八
円
）

適
用
期
間

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
の
平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
六
七
、
一
九
〇
円

適
用
期
間

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
曽
於
市
財
部
町
南
俣
字
上
千
法
寺
一
〇
五

八
一
の
二
、
一
〇
五
八
五
、
一
〇
五
八
六
、
字
Ë
ノ
口

一
〇
六
八
五
の
一
か
ら
一
〇
六
八
五
の
六
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
曽
於
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
曽
於
市
財
部
町
北
俣
字
野
段
原
四
三
二
〇

の
一
か
ら
四
三
二
〇
の
七
ま
で
、
財
部
町
下
財
部
字
堀

内
三
三
〇
三
の
一
七
、
財
部
町
南
俣
字
佐
渡
り
四
五
七

〇
の
三
、
四
五
七
五
の
一
、
四
五
七
五
の
三
、
四
五
七

六
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
曽
於
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
上
村
字
宮
ノ
下
一
八
九
の
一

か
ら
一
八
九
の
四
ま
で
、
出
石
町
奥
小
野
字
駒
返
九
三

七
、
九
三
七
の
四
か
ら
九
三
七
の
八
ま
で
、
九
三
七
の

一
五
、
九
三
七
の
三
〇
か
ら
九
三
七
の
六
四
ま
で
、
九

三
七
の
八
〇
か
ら
九
三
七
の
八
七
ま
で
、
九
三
七
の
九

〇
、
九
三
七
の
一
〇
〇
、
九
三
七
の
一
〇
六
か
ら
九
三

七
の
一
二
二
ま
で
、
字
一
ノ
谷
四
五
九
か
ら
四
六
三
ま

で
、
四
七
〇
、
四
七
二
、
四
七
三
、
四
七
七
、四
七
八
、

字
寺
裏
七
六
三
、
七
六
五
、
字
高
岸
八
四
三
か
ら
八
五

〇
ま
で
、
八
五
三
、
八
五
七
、
字
馬
場
一
四
六
九
の
五
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